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脳虚血疾患における脳細胞組織内呼吸と代謝反応動
態の無侵襲同時評価法の開発




























































































































結する水素原子の lH信号を検出し、間接的に I:IC核の情報を得る方法を採用する。 FIG.
1には我々が開発してきた勾配磁場ろ利用する他核問多量子遷移法のNMRパノレス系列を









構造を有し、人前頭葉からの信号検出を主たる目的としている。その大きさは 6cm X 
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には各検出器で測定された両波長の吸光度の変化をプロットしたもので、赤色は 75 0 n 
m、緑色は 830nmに対応する。 1回の測定には約 30秒を要し、縦線で固まれた部分
は2分間の 100%窒素ガスの吸入による低酸素状態を、その他の部分は 100%酸素の
吸入を示している。 Fig. 2の図上ではラット大脳の前部が上、後部が下に対応する。例え
















6. E P 1 -HMQ C法による高速2次元化学シフト画像
前述のHMQC法のパノレス系列に位置情報を加味する位相エンドード磁場勾配パルスを
加えることでlH MRによる 1:IC NMR信号の 1次元、及び、 2次元化学シフト画像
が得られる。 NMR信号としては高感度の lH核を利用しているとはいえ、生体内で低濃
度のけC一標識代謝産物を計測するには長大な時間を必要とする。そこで、計測時間の短
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